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自然公園保護管理・清掃委託の
内容は

大上智 議員

議案第１号

　システム改修によって役場に足を運ばなくても一部申請ができるようになる

　

主
な
歳
出
は
、
物
価
高
騰
対

策
地
域
商
品
券
給
付
事
業
３
７

５
４
万
円
、
戸
籍
総
合
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
４
４
２
万
２
千

円
、
感
染
症
対
策
費
１
５
２
万

８
千
円
、
さ
け
稚
魚
大
型
・
強

靭
化
支
援
事
業
補
助
金
50
万
円

な
ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
は
、
個
人
番
号
制
度
に
対

応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
交
付
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
。

　

感
染
症
対
策
費
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
予

防
対
策
用
品
の
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
（
無
料
配
布
分
）
を
購
入
す

る
も
の
。

さ
け
稚
魚
大
型
・
強
靭

化
支
援
事
業
補
助
金

　

秋
さ
け
の
回
帰
率
低
迷
に
よ

り
、
種
卵
の
確
保
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画

放
流
数
を
確
保
す
る
た
め
、
北

海
道
や
山
形
県
な
ど
の
県
外
か

ら
種
卵
移
入
を
す
る
際
の
運
搬

費
の
補
助
。

２
億
２
１
６
８
万
円
を
増
額
！

　

村
議
会
第
10
回
定
例
会
（
12
月
定
例
会
）
が
12
月
14
日
～
15
日
ま
で
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
と
５
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど

12
議
案
が
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計
で
は
賛
成
多
数
で
、
５
特
別
会
計
は
全

員
賛
成
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算
で　
　
　

２
億
１
１
０
１
万
円
増

▽
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
に
２
億
１
１
０
１

万
５
千
円
を
増
額
し
、
総
額
で

42
億
３
２
８
１
万
１
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
８
２
０
０
万
円
。

地
域
商
品
券
給
付
事
業
第
２
弾
な
ど

地
域
商
品
券
給
付
事
業
第
２
弾
な
ど

１２月
定例会一部を改正する条例の具体例を不動産売払収入の経緯は

大上浩史 議員金子泰男 議員

　職員の定年等に関する条例の一部を改正
する条例の具体例を伺う。

川向総務課長
　定年年齢の延長で 60 歳から 65 歳に引
き上げる。経過措置を２年に１歳ずつ引き
上げていくもので、来年度からの施行とな
る。

　不動産売払収入で、当時必要で購入した
土地だったのか伺う。

柾屋村長
　県道有料道路を跨いでの土地・農地でも
あり、取得すれば堆肥盤と繋がって活用で
きるといった、先々のメリットということ
で当時意思決定をしたもの。

定例会での質疑

国民宿舎くろさき荘が委託を受けている
黒崎園地　　　　　　　　　　　　　　

議案第９号議案第１号

答答

問問

　自然公園保護管理及び清掃の委託先と委
託内容は。

山﨑観光振興室長
　国民宿舎くろさき荘に委託しているもの
で、内容は、黒崎園地内を巡回しての施設
の維持管理・清掃・観光案内等である。

答

問

さけ稚魚大型・強靭化支援事業
補助金の中身は

嵯峨典行 議員

　さけ稚魚大型・強靭化支援事業補助金50
万円の中身について伺う。

大村建設水産課長
　さけの魚卵の確保のため、北海道から卵
を確保する事業で運搬に係る経費について
３分の１を県、３分の１を増殖協会、残り
の３分の１を地元で負担するものである。

答

問

さけの遡上が少なくなった普代川河口

議案第１号
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戸籍総合システム改修とは

高齢者施設等への補助は

齊藤正明 議員

古沼和也 議員

　ヨコハマブルーカーボンクレジットにつ
いて、今年度中に横浜市との取引は終わる
とのこと。洋野町が新たに横浜市と契約し
たというが、その内容を伺う。

佐々木政策推進室長
　洋野町の取り組みについては、横浜市で
はなくジャパンブルーエコノミー技術研究
会ということである。こちらの方と今回洋
野町が住友商事と連携して行ったというふ
うに内容は承知している。

　戸籍情報のほかに、税関係、保険証関係
も含めての改修となるものか伺う。

道下住民福祉課長
　税関係、保険証関係と関連付けるもので
はなく、個人番号制度のシステム連携にお
いて、本籍地への郵送事務などがなくなり
システム連携のみで戸籍事務が完結するた
めの改修委託である。

定例会での質疑

答

答

答

問
問

問

物価高騰の煽りを大きく受けるうねとり荘

議案第１号

議案第１号

定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　　　案　　　　　等 審議結果

議案第１号

令和４年度　普代村一般会計補正予算（第８号）
　補正額 2 億 1101 万 5 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 42 億 3281 万 1 千円とするもの。
　歳出の総務費では、物価高騰対策地域商品券給付事業（全村民 1 人当たり 1 万 5000 円分の地域商品券）に係る
経費 3754 万円や、ふるさと納税の返礼品に係る諸経費などの事業費 5185 万 8000 円をそれぞれ増額。
　衛生費では、感染症対策費で新型コロナウイルスワクチン接種（オミクロン）に係る人件費や、抗原検査キット
購入分として、合わせて 152 万 8000 円を増額。
　水産業費では、秋サケの回帰率低迷による、種卵確保対策のための支援事業補助金（地元負担 3 分の 1 ）50 万円
を増額。
　土木費では、道路施設補修・補強工事費など 791 万 6000 円増額のほか、村政懇談会で要望のあった村道黒崎 3
号線の道路改良工事発注に向けた測量設計業務委託料 281 万 6000 円を増額。
　そのほか、各科目において燃料費の高騰による電気料金などの光熱水費を増額。

可　決
（賛成多数）

議案第２号
令和４年度　普代村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　補正額 8 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を 4 億 2788 万 5 千円とするもの。
　普代村納税貯蓄組合連合会の解散による補助金の減額。

可　決
（全員賛成）

議案第３号
令和４年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第５号）
　補正額 222 万 5 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 2 億 1316 万円とするもの。
　光熱水費等や人件費の増額。

議案第４号
令和４年度　普代村簡易水道特別会計補正予算（第４号）
　補正額 338 万 5 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 601 万 7 千円とするもの。
　配水池や浄水場の門扉・フェンスの劣化による修繕料、光熱水費の増額。

議案第５号
令和４年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第５号）
　補正額 533 万 1 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 4165 万 2 千円とするもの。
　電気料や人件費の増額。

議案第６号
令和４年度　普代村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
　補正額 19 万 5 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 3160 万円とするもの。
　原材料費の購入完了に伴う減額。

議案第７号
定年前再任用短時間勤務職員の任用に関する条例の制定
　職員の定年引き上げに伴うもの。地方公務員法の規定に基づき、上記職員として任用することができる制度の導
入により、必要な事項を定めるもの。令和 5 年 4 月 1 日から施行。

議案第８号
職員の高齢者部分休業に関する条例の制定
　職員の定年引き上げに伴うもの。地方公務員法の規定に基づき、必要な事項を定めるもの。
　令和 5 年 4 月 1 日から施行。

議案第９号

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
　国の例に準じて、職員の定年引き上げ（経過措置：令和 5 年～令和 13 年まで 2 年ごとに 1 歳ずつ、65 歳まで
引き上げ）や、管理監督職勤務上限年齢による降任等に関し、必要な事項を定める等の所要の改正。令和 5 年 4
月 1 日から施行。

議案第10号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
　職員の定年引き上げに伴うもの。60 歳に達した日後における、最初の 4 月 1 日以降の職員給与に関する特例を
設ける等の所要の改正。令和 5 年 4 月 1 日から施行。

議案第11号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例
　職員の定年引き上げに伴うもの。地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例の整備及び廃止、
並びに定年退職者等の再任用に関する経過措置を定めるもの。令和 5 年 4 月 1 日から施行。

議案第12号

普代村印鑑条例の一部を改正する条例
　令和 5 年 1 月 4 日導入予定のコンビニ交付サービス、マイナンバーカードを利用し、コンビニエンスストア等
に設置の多機能端末機から、住民票の写しや印鑑登録証明書などの各種証明書を取得可能とするための改正。
　令和 5 年 1 月 4 日から施行。

　物価高騰対策地域商品券給付事業で、高
齢者施設等にも補助的なものはないか伺
う。

道下住民福祉課長
　燃油高騰で年間で300万円以上の影響が
あると伺っている。施設側とは随時情報共
有をさせていただき、３月までには決算状
況を見極めた中で検討したい。

休養施設事業特別会計予算の
電気料の補正の詳細を

松葉明人 議員

　当初予算は 841 万８千円。428 万円の
増額。当初予算から見れば月約 170 万円
ぐらいかかる。どのような予想のもとにこ
の補正を出しているのか伺う。

山﨑休養施設管理員
　燃料費調整額プラス再生エネルギーの付
加金が昨年の令和３年１月では 2100 円。
令和４年４月では合計で 19 万 1000 円。
10月では38万7000円。１月から上がる
部分を昨年の利用実績に料金アップの分を
加算。支出見込みが 1267 万円ほど見込ん
でおり、差し引きの428万2000円を今回
補正したもの。

議案第５号

答

問

ヨコハマブルーカーボン
クレジットの背景を

正路正敏 議員

議案第１号
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認
定
子
ど
も
園
の

安
全
管
理
は　
　

　

全
国
的
に
保
育
園

で
の
送
迎
バ
ス
等
に

子
ど
も
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き

て
い
る
が
、
わ
が
普
代
村
の
子

ど
も
園
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

三
船
教
育
長

　

本
村
に
は
園
児
専

用
の
送
迎
バ
ス
は
な
い
が
、
村

民
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

乗
っ
て
登
園
・
降
園
し
て
お
り
、

園
児
の
乗
る
バ
ス
に
は
添
乗
員

が
必
ず
付
い
て
い
る
。「
バ
ス

添
乗
の
際
の
確
認
事
項
」
が
あ

り
、
人
数
確
認
、
小
中
学
校
・

村
民
も
利
用
す
る
の
で
、
そ
の

際
の
社
内
で
の
行
動
、
乗
車
・

降
車
時
の
安
全
確
認
等
が
記
さ

れ
て
お
り
、
確
認
事
項
に
沿
っ

て
行
動
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
に
よ
る

村
民
生
活
状
況
は

　

物
価
高
騰
は
普
代

村
民
も
、
当
然
な
が

ら
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
状
況
は

大
変
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
窮
乏
の
時
こ
そ
村
民

の
た
め
、
基
金
の
一
部
を
使
う

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。柾

屋
村
長

　

村
で
は
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
の
下
、
６
月
補
正
で
村

民
１
人
当
た
り
１
万
円
分
の
地

域
商
品
券
給
付
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
第
１
弾
よ
り
手
厚

く
し
た
第
２
弾
と
な
る
、
村
民

１
人
当
た
り
１
万
５
千
円
の
地

域
商
品
券
給
付
事
業
を
本
定
例

会
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
物
価
高
の
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
議
員
各
位
と
も
協
議

し
、
対
応
に
遅
れ
が
出
な
い
よ

う
適
時
適
切
な
取
り
組
み
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

答
弁

質
問

質
問

ページ 議員名 質問内容 ページ 議員名 質問内容

6 大
おお

上
かみ

浩
ひろ

史
し

 議員
1. 認定子ども園の安全管理は
2. 物価高騰による村民生活状況は 9 松

まつ

葉
ば

明
あき

人
ひと

 議員
1. 村政懇談会の開催時期と時間及び広聴内容は
2. 漁業への庁内強化の考えは
3. 元村地区の公共施設の建設は

7 大
おお

上
かみ

　智
さとし

 議員

1. スクールコミュニティの稀薄危惧
2. 義務教育学校設置の方向性決定はいつの時点か
3. 具体案、後出し提示の危険性
4. 検討談話会・委員会の設置
5. 今後のスケジュール
6. 義務教育学校設置の意味
7. 新しい教育課程の実現

10 齊
さい

藤
とう

正
まさ

明
あき

 議員
1. 高齢者世帯の状況、支援事業
2. 広場・公園の遊具等整備

8 嵯
さ

峨
が

典
みち

行
ゆき

 議員
1. ふるさと納税の今後の戦略は
2. ふるさと納税を村民への投資へ
3. 長寿祝い金の支給を

11 森
もり

田
た

幸
こう

一
いち

 議員 1. 日本海溝・千島海溝での巨大地震津波災害の避難

12 正
しょう じ 

路正
まさ

敏
とし

 議員
1. 今後使用されなくなると想定される施設の活用は
2. 村管理の施設を利用した発電設備設置の考えは
3. くろさき荘周辺の特色ある施設造成の考えは

園児の登園・降園にも利用される
スクールバス・村民バス　　　　

具体案 後出し提示は
危険性が多い
義務教育学校でも何ら変わらない

  三船教育長

大

上
　

智

新
し
い
教
育
課
程
の
実
現

　

義
務
教
育
学
校
に

認
め
ら
れ
る
特
例
を

活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
学
校

を
実
現
す
る
つ
も
り
か
。

三
船
教
育
長

　

学
校
の
教
育
課
程

を
つ
く
る
の
は
学
校
長
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
は
、
そ
れ
を
執
行

管
理
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
特
例
の
活
用
等
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
と
の
協

議
・
検
討
に
な
る
。

※�

義
務
教
育
学
校
と
は
、
初
等

教
育
（
小
学
校
）
と
前
期
中

等
教
育
（
中
学
校
）
ま
で
の

義
務
教
育
を
一
貫
し
て
行
う

学
校
で
、
学
校
教
育
法
の
改

正
に
よ
り
２
０
１
６
年
に
新

設
さ
れ
た
学
校
教
育
制
度
で

す
。

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
稀
薄
危
惧　

　

村
の
中
心
部
か
ら

離
れ
た
地
域
へ
の
学

校
建
設
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
学

校
と
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

性
が
失
わ
れ
る
よ
う
に
感
じ
、

危
惧
し
て
い
る
が
。

柾
屋
村
長

　

人
口
的
・
公
共
施

設
等
の
集
約
さ
れ
て
い
る
場
所

の
応
援
の
力
は
、
承
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

上
に
、
最
も
大
事
な
安
全
・
安

心
を
確
保
し
て
い
こ
う
と
す
る

取
り
組
み
が
、
地
域
と
の
関
り

を
密
接
に
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

義
務
教
育
学
校
設
置
の
方
向

性
決
定
は
、
い
つ
の
時
点　

　

義
務
教
育
学
校
設

置
の
方
向
性
は
、
い

つ
の
時
点
で
、
ど
の
よ
う
な
メ

ン
バ
ー
で
打
ち
出
し
た
も
の
か

伺
う
。

三
船
教
育
長

　

令
和
４
年
２
月
開

催
の
庁
内
検
討
委
員
会
で
、
小

中
一
貫
校
か
ら
義
務
教
育
学
校

に
校
種
変
更
を
確
認
し
、
建
設

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
案
、
後
出
し

提
示
の
危
険
性　

　

最
初
に
詳
し
い
説

明
も
な
い
ま
ま
、
義

務
教
育
学
校
設
置
に
賛
同
を
求

め
、
具
体
案
を
後
出
し
で
提
示

す
る
の
で
は
危
険
が
多
す
ぎ
る

の
で
は
。

三
船
教
育
長

　

小
中
学
校
全
員
の

教
師
で
組
織
し
た
、
小
中
一
貫

教
育
研
究
会
で
小
中
一
貫
校
の

研
究
を
し
て
き
た
が
、
義
務
教

育
学
校
に
校
種
を
変
更
し
て
も
、

何
ら
変
わ
り
は
な
い
と
の
見
解

を
得
て
い
る
。

検
討
談
話
会
・
委
員

会
の
設
置　
　
　
　

　

義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
具
体
的
検
討

す
る
た
め
、
検
討
談
話
会
な
り

委
員
会
の
設
置
は
絶
対
必
要
と

思
わ
れ
る
が
。

三
船
教
育
長

　

設
置
等
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
何
も
考
え
て
い
な
い
。

ま
だ
先
が
見
え
な
い
の
で
、
動

い
て
み
て
検
討
し
た
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

他
県
の
先
行
校
で

は
、
学
校
設
置
に
向

け
て
地
域
住
民
の
合
意
を
得
る

た
め
、
複
数
回
の
会
合
・
説
明

会
等
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

三
船
教
育
長

　

前
回
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
見
て
も
、
十
人

十
色
の
意
見
が
あ
る
。
村
で

し
っ
か
り
と
し
た
理
念
を
作
っ

て
、
住
民
の
皆
様
か
ら
も
理
解

を
い
た
だ
い
て
推
進
し
た
い
。

義
務
教
育
学
校

設
置
の
意
味　

　

義
務
教
育
学
校
は
、

教
育
課
程
の
特
例
を

活
用
し
た
、
学
校
教
育
制
度
の

多
様
化
及
び
弾
力
化
の
推
進
の

た
め
の
学
校
と
理
解
し
て
よ
ろ

し
い
か
。

三
船
教
育
長

　

よ
り
柔
軟
に
弾
力

化
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

新
し
く
不
確
実
な
も
の
と
し
て

遠
ざ
け
る
こ
と
な
く
、
未
来
志

向
で
取
り
組
み
た
い
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

大
上
浩
史

適時適切な取り組みを行いたい
  柾屋村長

物価高騰対策を

※
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嵯
峨
典
行

ファンベースという考え方で取り組む
  柾屋村長

維持していくための
戦略は

漁業への庁内強化の
考えは
人材募集については考えたい

  柾屋村長

い
っ
た
考
え
の
も
と
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

長
寿
祝
い
金
の
支
給
を

　

現
在
70
歳
以
上
の

方
々
の
人
口
が
村
の

人
口
の
34
％
に
あ
た
る
８
４
１

名
と
聞
い
て
い
る
。
今
、
村
に

居
住
し
て
い
る
70
歳
以
上
の

方
々
は
村
に
住
所
を
置
き
、
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
定
年
に
な
り

戻
っ
て
こ
ら
れ
た
方
、
村
を
離

れ
ず
に
地
元
で
様
々
な
仕
事
を

し
て
住
ん
で
い
る
方
、
こ
の

方
々
の
お
か
げ
で
当
時
は
急
激

な
人
口
減
少
に
な
ら
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
村
の
人
口
維
持

に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々

に
感
謝
と
し
て
80
歳
・
90
歳
の

誕
生
日
に
長
寿
祝
い
金
を
支
給

で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

現
在
、
百
寿
祝
い

金
と
し
て
５
万
円
の
贈
呈
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
近
隣

市
町
村
の
状
況
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
百
寿
の
ほ
か
に
米
寿
の

祝
い
金
を
贈
呈
し
て
い
る
。
本

村
で
も
新
年
度
か
ら
米
寿
祝
い

金
を
新
設
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

今
後
の
戦
略
は　

　

平
成
27
年
、
約

７
０
０
万
円
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
は

右
肩
上
が
り
に
上
昇
し
、
令
和

３
年
度
に
は
約
３
億
２
千
万
円
。

今
年
度
11
月
21
日
現
在
で
約
３

億
７
千
万
円
と
な
り
、
年
度
末

に
は
約
４
億
円
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
３

億
円
～
４
億
円
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
村
と
し
て
ど
う
い
っ

た
戦
略
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

柾
屋
村
長

　

現
在
の
寄
付
額
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
戦
略
と

し
て
「
フ
ァ
ン
ベ
ー
ス
」
と
い

う
考
え
方
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ァ
ン
を
大
切
に
し
、
フ
ァ
ン

を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
中
長
期
的

に
売
り
上
げ
や
事
業
価
値
を
高

め
る
考
え
方
で
あ
り
、
ク
レ
ー

ム
を
含
め
た
丁
寧
な
電
話
対

応
・
商
品
発
送
前
の
メ
ー
ル
連

絡
等
、
ふ
だ
い
フ
ァ
ン
を
大
切

に
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
及

び
リ
ピ
ー
ト
率
の
向
上
に
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を

村
民
へ
の
投
資
へ

　

村
の
人
口
は
10
月

末
現
在
に
お
い
て
２

４
５
１
名
と
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
今
後
問
題
と

な
っ
て
い
る
出
生
数
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
現
在

支
給
し
て
い
る
育
児
祝
い
金
を

増
額
し
て
は
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

柾
屋
村
長

　

先
般
の
定
例
議
会

に
お
い
て
新
年
度
よ
り
第
１
子

15
万
円
増
、
第
２
子
は
10
万
円

増
と
し
、
育
児
祝
い
金
を
第
３

子
以
降
と
一
律
同
額
の
30
万
円

と
す
る
よ
う
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
引
き
続
き
そ
う

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

松
葉
明
人

返礼品を発送している株式会社青の国ふだい

防
災
会
館
は
い
い
場
所
を
考
え

て
新
設
し
た
い
。

三
船
教
育
長

　

社
会
体
育
館
・
子

ど
も
園
・
管
理
セ
ン
タ
ー
は
補

強
し
な
が
ら
使
用
。
図
書
室
や

生
涯
学
習
施
設
は
今
後
予
定
さ

れ
る
校
舎
建
設
と
併
せ
て
考
え

る
。

　

学
校
建
設
に
よ
り

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
対
策
は
。三

船
教
育
長

　

私
的
考
え
と
前
置

き
し
て
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

活
用
や
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

再
利
用
を
考
え
て
い
る
。

村
政
懇
談
会
の
開
催
時
期
と

時
間
及
び
広
聴
内
容
は　
　

　

村
政
懇
談
会
の
開

催
時
期
と
時
間
及
び

広
聴
内
容
や
、
結
果
の
周
知
に

つ
い
て
伺
う
。

①
開
催
時
期
を
早
め
る
考
え
は

な
い
か
。

②
12
会
場
と
も
１
時
間
の
予
定

で
組
ん
で
あ
る
が
質
疑
応
答
時

間
な
ど
は
十
分
な
の
か
。

③
村
民
の
皆
様
か
ら
の
広
聴
内

容
や
実
施
実
績
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

以
上
３
点
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

①
村
政
懇
談
会
の

開
催
の
有
無
や
日
時
内
容
な
ど
、

基
本
的
に
行
政
連
絡
員
の
要
望

や
意
向
を
聞
い
て
考
え
る
。

②
行
政
連
絡
員
を
通
じ
て
お
話

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

③
４
月
の
行
政
連
絡
員
会
議
で

報
告
、
前
年
度
の
実
績
報
告
は

会
場
に
い
ら
し
た
方
に
配
布
す

る
。

漁
業
へ
の
庁
内

強
化
の
考
え
は

　

基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
へ
の
庁
内
強
化

の
考
え
は
。柾

屋
村
長

　

専
従
職
員
に
つ
い

て
は
、
養
殖
事
業
一
つ
と
っ
て

も
多
種
多
様
の
た
め
難
し
い
と

考
え
る
。　

専
従
で
は
無
理
で

も
、「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
募
集
を
漁
業
に
精
通

し
た
人
に
す
る
な
ど
。
兼
務
で

も
ぜ
ひ
と
も
配
置
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
村
か
ら
い
ろ
い
ろ
提

言
や
、
実
験
的
な
こ
と
を
試
し

て
は
。
学
校
が
新
設
さ
れ
る
と
、

現
小
中
学
校
校
舎
の
有
効
活
用

が
望
ま
れ
る
。
そ
う
い
う
こ
と

も
視
野
に
入
れ
、
陸
上
養
殖
の

可
能
性
な
ど
実
験
的
な
も
の
も

で
き
る
の
で
は
。

柾
屋
村
長

　

人
材
募
集
に
つ
い

て
は
考
え
た
い
。
や
は
り
漁
業

権
な
ど
が
あ
る
の
で
、
漁
協
さ

ん
が
主
と
な
り
、
民
間
・
村
も

入
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

元
村
地
区
の
公
共

施
設
の
建
設
は　

　

今
後
建
て
替
え
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
公

共
施
設
の
整
備
の
考
え
を
村
長

と
教
育
長
に
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

防
災
拠
点
は
一
部

改
修
の
時
期
が
近
い
と
感
じ
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村の主たる産業の漁業。様々な面から
支援が必要　　　　　　　　　　　　

補強されながら使用される予定の管理
センター・社会体育館　　　　　　　
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齊
藤
正
明

地域包括ケアシステムの深化実現で
  柾屋村長

対高齢者の
地域包括的体制必要

どのように村民の
命を守り救うのか
迅速な避難を

  柾屋村長

を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、
具
体

的
な
こ
と
を
地
区
な
り
、
担
当

課
で
あ
る
政
策
推
進
室
で
相
談

し
な
が
ら
取
り
組
め
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
の　

状
況
、
支
援
事
業

　

高
齢
者
世
帯
の
状

況
は
。

柾
屋
村
長

　

令
和
２
年
９
月
30

日
現
在
、
４
０
３
世
帯
で
、
総

世
帯
に
対
す
る
割
合
は
、
36
％

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
の

社
人
研
の
将
来
人
口
推
計
に
よ

る
と
、
本
村
の
高
齢
者
人
口
は
、

令
和
７
年
の
１
０
８
８
人
を

ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
減
少
し
、

令
和
22
年
に
は
９
０
８
人
と
な

り
、
そ
の
時
点
の
高
齢
化
率
は
、

令
和
４
年
の
41
・
９
％
よ
り
16
・

８
％
上
昇
し
、58
・
７
％
と
な
る

と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

※�

社
人
研
と
は
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
略

称
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
支

援
事
業
、
独
居
高
齢

者
へ
の
取
り
組
み
、
災
害
時
の

要
支
援
者
の
支
援
体
制
は
。

柾
屋
村
長

　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
村
の
直
営
化
と
し
、

一
層
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
実
現
に
向
け
地
域
ケ

ア
会
議
等
を
重
ね
、
高
齢
者
を

支
え
る
介
護
予
防
の
た
め
の
健

康
教
室
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等

の
機
能
強
化
・
充
実
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
生
活
支
援
と
し
て

配
食
、
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
、
タ

ク
シ
ー
助
成
券
の
交
付
等
、
自

ら
が
健
康
状
態
を
意
識
し
、
主

体
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
課
題

分
析
・
明
確
化
を
図
り
政
策
形

成
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
要
支
援
者

の
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
３

月
末
ま
で
に
は
名
簿
を
完
成
さ

せ
、
消
防
等
避
難
支
援
関
係
者

に
情
報
提
供
し
、
実
効
性
が
上

が
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

広
場
・
公
園
の

遊
具
等
整
備　

　

子
育
て
を
含
め
て
、

不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
、
広
場
・
公
園
の
遊

具
等
も
備
え
た
環
境
整
備
が
必

要
と
思
う
が
。

柾
屋
村
長

　

今
の
時
代
に
お
け

る
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。

各
地
区
設
置
か
集
約
設
置
か
、

地
域
の
子
供
の
人
数
、
観
光
的

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
も
の
か
、

安
全
が
確
保
さ
れ
た
遊
具
の
内

容
、
地
区
管
理
問
題
等
、
検
討

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

森
田
幸
一

幅広い世代の交流の場には遊具の設置も必要

し
て
の
指
定
も
当
然
に
考
え
る

べ
き
。
学
校
施
設
で
も
避
難
関

係
設
備
の
補
助
が
出
る
と
聞
い

て
い
る
。　

１
２
０
０
人
余
の

人
た
ち
が
Ｂ
＆
Ｇ
へ

実
際
の
避
難
を
想
定
し
た
訓
練

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
近
々

行
わ
れ
る
予
定
は
な
い
の
か
伺

う
。

柾
屋
村
長

　

避
難
訓
練
の
重
要

性
、
近
々
の
必
要
性
も
と
い
っ

た
こ
と
で
早
く
実
施
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
で
の

巨
大
地
震
津
波
災
害
の
避
難

　

国
の
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
な
ど
で
の
、

巨
大
地
震
津
波
の
発
生
想
定
が

岩
手
県
沖
に
も
示
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
津
波
の
第
１
波

は
地
震
か
ら
約
20
分
～
30
数
分

で
到
達
す
る
と
予
想
。
普
代
村

の
指
定
緊
急
避
難
場
所
、
指
定

避
難
場
所
は
現
在
９
カ
所
と
の

発
表
で
、
浸
水
想
定
も
５
・
05
ｍ

～
３
・
01
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
県
は
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
被

害
想
定
を
踏
ま
え
た
、
沿
岸
12

市
町
村
と
の
減
災
対
策
な
ど
を

検
討
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、

検
討
・
協
議
を
行
っ
た
。
村
避

難
計
画
、
避
難
場
所
な
ど
を
決

め
、
ど
の
よ
う
に
し
て
村
民
の

命
を
守
り
救
う
の
か
、
村
の
避

難
場
所
で
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
付
近
に

移
転
す
る
お
考
え
で
あ
る
義
務

教
育
学
校
に
避
難
場
所
の
機
能

も
想
定
す
る
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

本
村
の
日
本
海
溝

モ
デ
ル
の
被
害
の
内
容
は
、
全

壊
建
物
６
７
０
棟
、
犠
牲
者
は

直
後
避
難
が
54
％
で
60
人
、
防

災
上
の
重
要
施
設
は
12
施
設
が

被
災
、
避
難
者
数
は
１
日
後
の

避
難
場
所
の
内
外
合
わ
せ
て
、

１
２
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
被
害
想
定
調
査
報

告
書
で
は
、
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
、
減
災
へ
の
基
本
的
方

向
や
課
題
に
つ
い
て
も
示
し
て

い
る
。
本
村
で
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
を
組
み
合
わ
せ
て
、

犠
牲
者
を
絶
対
に
出
さ
な
い
よ

う
、
発
災
直
後
か
ら
の
迅
速
な

避
難
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ど
の
よ
う
に
村
民
の
命
を
救

う
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
避

難
意
識
の
向
上
、
避
難
開
始
時

間
の
短
縮
、
自
助
努
力
の
浸
透
・

定
着
。
加
え
て
、
避
難
路
の
整

備
や
要
配
慮
者
な
ど
の
迅
速
な

避
難
に
資
す
る
取
り
組
み
の
検

討
を
し
て
い
く
。

　

避
難
場
所
と
し
て
、
新
た
に

移
転
す
る
義
務
教
育
学
校
も
想

定
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

避
難
者
数
が
最
大
で
１
２
０
０

人
と
も
想
定
さ
れ
る
中
で
、
浸

水
区
域
で
も
土
砂
災
害
危
険
区

域
で
も
な
い
、
白
井
地
区
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
に
学
校
が

移
転
し
た
場
合
は
、
避
難
所
と

答
弁

答
弁

質
問

質
問

避難場所に指定されているＢ＆Ｇ海洋センター

義務教育学校建設が検討されている多目的グラウンド。
災害時には避難場所にもなりうる

※
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正
路
正
敏

課題も出てくると思う
  柾屋村長

くろさき荘周辺の
施設造成の考えは

カ
ー
等
移
動
が
な
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
そ
の
中
で
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
も
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い

の
か
伺
う
。柾

屋
村
長

　

黒
崎
園
地
あ
る
い

は
キ
ラ
ウ
ミ
公
園
も
な
る
か
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
人

気
も
高
く
な
る
こ
と
は
確
か

と
思
う
が
、
一
方
で
具
体
的
な

整
備
と
か
運
営
と
な
れ
ば
、
課

題
も
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た

こ
と
の
、
勉
強
も
行
っ
て
い
き

た
い
。

今
後
使
用
さ
れ
な
く
な
る
と

想
定
さ
れ
る
施
設
の
活
用
は

　

現
在
旧
鳥
茂
渡
小

学
校
、
将
来
普
代

小
学
校
・
普
代
中
学
校
が
廃
校

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
施
設

を
改
築
等
す
る
場
合
、
国
庫
補

助
が
適
用
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

村
が
事
業
主
体
と
な
り
貸
し
出

し
す
る
こ
と
は
可
能
か
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

廃
校
と
な
る
な
ど

の
村
の
施
設
の
改
築
等
へ
の
国

庫
補
助
の
活
用
も
可
能
と
考
え

ら
れ
る
。
村
が
事
業
主
体
と

な
っ
た
貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
、

運
営
の
指
定
管
理
な
ど
は
可
能

と
考
え
て
い
る
。

村
管
理
の
施
設
を
利
用
し
た

発
電
設
備
設
置
の
考
え
は　

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を

目
指
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
な
建

設
が
進
ん
で
い
る
。
村
と
し
て

も
そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
各
地
区
に
活
動
拠
点
施
設

等
整
備
が
な
さ
れ
た
施
設
を
利

用
し
た
中
で
小
電
力
発
電
は
考

え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
「
普
代
村
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め

た
経
緯
は
あ
る
が
、
送
電
網
の

整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
建
設
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
有
利
な
補
助

金
の
研
究
等
も
す
る
中
で
、
も

し
ク
リ
ア
・
研
究
で
き
る
状
況

に
な
る
の
か
。
な
れ
ば
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

く
ろ
さ
き
荘
周
辺
の
特
色

あ
る
施
設
造
成
の
考
え
は

　

く
ろ
さ
き
荘
周
辺

に
人
を
少
し
で
も
呼

び
込
む
た
め
に
特
色
あ
る
も
の

が
必
要
で
は
な
い
か
、
今
は
季

節
に
関
係
な
く
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

（１０月臨時会～１２月定例会 諸報告より）

月　 日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

９ 月 　 　
１３～１５日 役　　　場 村議会第７回定例会 各議員

１５日 役　　　場 議会運営委員会 各委員

１８日 久　慈　市 税田英敏氏黄綬褒章受章祝賀会 議長

２２日 盛　岡　市 県町村議会議長会　臨時総会、第２回政務調査会 議長

２５日 村　　　内 普代村総合防災訓練 議長

２８日 役　　　場 自由民主党岩手県支部連合会「市町村重点要望調査」 議長

１０月 ２ 日 村　　　内 陸中黒埼灯台設置75周年記念行事「合同塗装」 議長

４ ～ ７ 日
広島･岡山･兵庫
県､大阪府

普代村議会議員視察研修
議長･副議長、金子･大
上浩史･大上智･古沼･
松葉･森田議員

８ 日 岩　泉　町 国道340号宮古岩泉間整備促進住民総決起大会 議長

１１日 久　慈　市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上智･森田議員

１２日 役　　　場 議会運営委員会、村議会第８回臨時会、議員全員協議会 各委員、各議員

１７～１９日 三　重　県 東部町村議会議長会先進地視察 議長、副議長

２１日 盛　岡　市 県町村議会議長会第８回委員長研修会 古沼･大上智常任委員長

２５日 久　慈　市 第11回久慈広域連合議会定例会 大上智･森田議員

２８日 役　　　場 議会広報常任委員会 各委員

３０日 東　京　都 ふるさと普代会役員等との食事会 議長

１１月 ２ 日 役　　　場 議会広報常任委員会 各委員

５ 日 管理センター 第39回普代村交通安全ポスターコンクール表彰式、
中学生の「税についての作文」表彰式 議長

６ 日 社会体育館ほか 普代村文化祭 議長

８ ～ ９ 日 東　京　都 県町村議会議長会第３回政務調査会・研修会、
第66回町村議会議長全国大会 議長、副議長

１６日 久　慈　市 「いわて県民計画（2019 ～ 2028）」　第２期アクショ
ンプラン（素案）に係る地域説明会 副議長、松葉議員

２０日 くろさき荘 矢巾町との物産文化交流 議長･副議長、嵯峨･金子･
大上智･古沼･松葉議員

２１～２２日 花　巻　市 町村議会広報担当者研修会 大上智･古沼委員

２２日 盛　岡　市 岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員研修会、
全員協議会、11月定例会 松葉議員

２９日 野　田　村 久慈地区市町村議会連絡協議会研修会 議長･副議長、嵯峨･金子･大上浩
史･大上智･松葉･森田･齊藤議員

３０日 役　　　場 議会運営委員会、村議会第９回臨時会、議員全員協議会 各委員、各議員

１２月 ８ 日 役　　　場 議会運営委員会、議員全員協議会 各委員、各議員

議会議会のの動き動き

現時点では活用がなされている旧鳥茂渡小学校

くろさき荘周辺はロケーションも素晴らしい

※�グランピングとはグラマラス（豪華な）と

キャンピングを組み合わせた言葉です。

※
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　審議した案件は、令和４年度一般会計補正予算で、全員賛成により原案可決しました。
主な内容は次のとおりです。

▽令和４年度一般会計補正予算（第６号）
　補正額２億 4294 万６千円を増額し、総額 40 億 1672 万８千円としました。
　歳入では、ふるさと応援寄付金を１億円、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
給付事業費補助金 2380 万 8000 円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
1905 万 3000 円の増額など。
　歳出では、ふるさと応援基金積立金を１億円、三陸鉄道運行支援交付金を 517 万 3000
円、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 2380 万 9000 円、新型コロナウイルス
感染症対応生活困窮者冬季特別対策事業 236 万 8000 円をそれぞれ増額したほか、ふるさ
と納税を活用した地域産業促進事業 6330 万 4000 円の増額など。
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金は電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援
給付金として、非課税世帯・家計急変世帯へ１世帯あたり５万円を給付するもの。
　新型コロナウイルス感染症対応生活困窮者冬季特別対策事業は灯油・電気・ガス等購入
費の一部を助成する事業で、現年度の住民税が非課税世帯であり、高齢者世帯・障害者世
帯・ひとり親世帯・要介護世帯・生活保護世帯のいずれかに該当する世帯へ１世帯あたり
１万円を助成するもの。

　審議した案件は、令和４年度一般会計補正予算、令和４年度国民健康保険診療施設・同

簡易水道・同漁業集落排水事業特別会計補正予算のほか、普代村議会議員の議員報酬等に

関する条例など、８議案を全員賛成で原案可決しました。

　主な内容は次のとおりです。

▽令和４年度一般会計補正予算（第７号）

　補正額 506 万８千円を増額し、総額 40 億 2179 万６千円としました。

　歳入では、子育て世帯生活支援特別給付金事業費補助金 105 万円、ふるさと応援基金繰

入金 120 万 6000 円の増額など。

　歳出では、子育て世帯生活支援特別給付金事業で 105 万円、出産・子育て応援交付金事

業 96 万 3000 円、高齢者活動施設備品購入費 71 万 5000 円それぞれ増額したほか、野球

場屋外照明設備老朽化対策修繕のための 49 万 2000 円の増額など。

　出産・子育て応援交付金事業は、妊娠届出時と出生届出時に５万円ずつの経済支援を行

うもの。高齢者活動施設備品購入費は暖房器具老朽化等により更新するもの。

▽議案第５号　普代村議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

▽議案第６号　特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

▽議案第７号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

▽議案第８号　普代村会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

　上記の議案第５号から第８号は、普代村議会議員・特別職の職員・一般職の職員・会計

年度任用職員の報酬及び給与に関する条例の一部を改正（現行より増額）する条例です。

▽沢漁港漁村再生交付金（北防波堤他）工事の変更契約に関する専決処分

　設計内容の一部変更に伴う増額により、契約金額１億 2002 万 4300 円を２万 4200 円

増額しました。変更後の金額は１億 2004 万 8500 円となるものです。地元からの要望に

より、沢漁港北防波堤から撤去した消波ブロックの移設先を変更。

　11 月 29 日は野田村の国民宿舎えぼし荘で久慈地区市町村議会連絡協議会研修会が行わ
れ、「県北沿岸地域の振興～第２期地域振興プランの策定に向けて～」について、講師の
岩手県北広域振興局長・坊良英樹氏より講演をいただきました。

第８回臨時会

第９回臨時会 久慈地区市町村議会連絡協議会研修会
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ふだい議会だよりは
スマートフォンでも
ご覧になれます。
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　普代に来て４カ月、寒さにはなれましたか？ミズキ飾り
や映画上映など、その行動力は頼もしいです。明るい交流
の場ができること楽しみに期待しています。
　「一人暮らし用の集合住宅の検討を！」とのこと。自身
のみならずほかの方々のことも考えてのご提案ありがとう
ございます。空き家バンクなども含めて検討いたします。
　３月には養殖わかめの収穫が始まります。深夜３時ころ
の海は作業灯で明るく輝きます。また、水平線から昇る朝
日は最高です。ぜひ見てください。

　普代村へようこそ。
　空き地や空き家、耕作放棄地を有効活用したいと
のことですが、私も同じ考えです。空き地、空き家
の情報が入りましたら、情報提供していきたいと思
います。
　阿部さんの荒磯太鼓の演舞を見られる日を楽しみ
にしています。大変なこともたくさんあると思いま
すが、日々の稽古頑張ってください。
　これからの阿部さんの活躍を期待しております！

広報委員からの返信

未来予想図　Fudai
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一人暮らし用の集合住宅を一人暮らし用の集合住宅を!!
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 荒磯太鼓頑張ってます 荒磯太鼓頑張ってます!!
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　村外から来た私を温かく受け入れてくれ、優しく思いやり

があり、村に愛着を持っている人がたくさんいる普代村が好

きです。子どもと過ごすことと畑仕事と一人旅が好きで、現

在は荒磯太鼓の稽古にも励んでいます。

　空き地や空き家、耕作放棄地を有効活用して、大人も子ど

もも集まれる場が欲しいです。豊かな自然環境や伝統芸能を

活かし、自然と共生した持続可能な循環する村、子ども達の

賑やかな声で溢れる村にしたい。そのための力になりたいです。

　普代村に来て１年弱ですが、豊かな自然環境の中、村の人

の温かさに触れ、普代村が大好きになりました。これからも

普代村がもっと活性化するよう努めていきたいと思いますの

でよろしくお願いします！

　１０月に大阪から移住してきました。同じことの繰り

返しの都会とは違い、海・山・街中の表情、人の表情が

日々・刻々と変化し、変化に気づく余裕がある普代が大

好きです。人と話すこと、小説を読む・書くことが好き

で、それも活かして普代村に明るい交流の場を作るため

に奮闘しています。年代や生まれ育ちが違う人たちがお

互いにいい影響を与え合える場にしていきたいと思って

います。

　利便性を高めて人口を増やし、普代をもっと盛り上げ

るためにも、一人暮らし用の集合住宅は切実に必要だと

思います。移住者もですが、役場や教育機関にお勤めで

村外から通勤している方のためにもぜひご検討を！ 
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